
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 213 

令和 5年度 家庭科 

 

教科 家庭 科目 家庭基礎 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「家庭基礎 自立・共生・創造」  （東京書籍） 

副教材等 「2023 生活学 Navi 資料＋成分表」（実教出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

生活の様々な現象や課題について、豊富な資料の読み取りやワークショップ等を通して考察し、

理解を深めたうえで、実践的・体験的な学習活動を通して、知識・技術を身につけましょう。また、

学んだことを自分自身の生活課題として捉え、より良い生活の実現をめざして、自らすすんで課題

解決に取り組み、その成果を適切に表現し、他者に効果的に伝えられるようになりましょう。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

人の一生と家族・家庭、衣食住など生活に関する基礎的・基本的な知識・技術を学習し、家庭や

地域の生活課題を主体的に解決するとともに、生活の充実・向上を図る能力と実践的態度を育てる。 

自ら学んだことや研究したことを適切に表現し、発表できるようになる。 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

人の一生と家族・家庭生活、

衣食住、家庭や地域の生活

課題解決等に関する基礎的

基本的な知識と技術を身に

付けている。 

また、発表等他者への伝達

のための基礎的・基本的な

知識と技術を身に付けてい

る。 

人の一生と家族・家庭生活、

衣食住、家庭や地域の生活課

題などについて関心をもち、

その課題解決・充実向上をめ

ざして思考を深め、適切に判

断し、工夫し、表現する能力

を身に付けている。 

人の一生と家族・家庭生活、

衣食住、家庭や地域の生活課

題などについて関心をもち、

その課題解決・充実向上をめ

ざして主体的に取り組むとと

もに、実践的な態度を身に付

けている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
学
期 

     自
分
ら
し
い
人
生
を
つ
く
る
／
高
齢
社
会
を
生
き
る
・共
に
生
き
共
に
支
え
る
／
衣
生

活
を
つ
く
る
／
食
生
活
を
つ
く
る 

 

人生をつくる 
家族・家庭をみつめる 
職業生活 
 
高齢者の心身の特徴 
これからの高齢社会 
共に生きる 
社会保障等について 
 
被服の役割を考える 
被服材料・管理 
衣生活文化 
被服実習 ※教材の納品状
況により、１～２学期にか
けて実施する可能性あり 
 
食生活の安全と衛生 
食事と栄養・食品 
食事計画 
これからの食生活 
食事のマナー 
調理の基礎・調理実習◆ 
◆調理実習および関連学習
は１～２学期にかけて随
時実施 

a:各分野について、基本的な知識
を身に付けている。実習等の課
題をやり遂げるための基礎的
技術、話し合い協力し合う技術
を身に付けている。 

b:各分野における課題を見出し、
考え、適切に判断し、自分の考
えを表現できる。 

c:各分野のテーマに関心を持ち、
意欲的に取り組もうとする。 

定期考査 
 
 
 
定期考査 
 
 
 
 
定期考査 
 
作品 
実習態度 
 
 
 
定期考査 
 
 
 
 
実習態度 

定期考査 
ワーク 
シート 

 
定期考査 
ワーク 
シート 

 
 
ワーク 
シート 

作品 
実習記録 
 
 
 
定期考査 
ワーク 
シート 

 
 
実習記録 

 
ワーク 
シート 

意見発表 
 
ワーク 
シート 

 
 
ワーク 
シート 

 
実習記録 
 
 
 
 
ワーク 
シート 

 
 
実習記録 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
二
学
期 

 

子
ど
も
と
共
に
育
つ
／
経
済
生
活
を

営
む
／
食
生
活
を
つ
く
る 

 
 

 

子どもの育つ力を知る 
親としてともに育つ 
子どもとの触れ合いから学
ぶ 
これからの保育環境 
 
国民経済と家庭の経済生活 
現代の消費社会（契約等） 
消費者の権利と責任 
これからの消費生活と環境 
 
調理の基礎・調理実習◆ 

a: 各分野について、基本的な知
識を身に付けている。実習等の
課題をやり遂げるための基礎
的技術、話し合い協力し合う技
術を身に付けている。 

b:各分野における課題を見出し、
考え、適切に判断し、自分の考
えを表現できる。 

c:各分野のテーマに関心を持ち、
意欲的に取り組もうとする。 

定期考査 
 
 
 
 
定期考査 
 
 
 
 
実習態度 

定期考査 
発表 
ワーク 
シート 

 
定期考査 
 
 
 
 
実習記録 

 
 
ワーク 
シート 

 
ワーク 
シート 

 
 
 
実習記録 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
学
期 

    
 

 
 

ホ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
住
生
活
を
つ
く
る 

ホームプロジェクト発表会 
 （１人５分間の発表を行
い、レポートを提出す
る。） 

 
 
 
 
住生活の文化 
住生活の計画と選択 
これからの住生活 
 
 
 
 
「家庭基礎」のまとめ 

a:テーマに沿った実践をやり遂
げるための基礎的な知識と技
術を身に付けている。 

b:課題を見出し、適切に判断し、
自分の考えを表現している。 

c:設定したテーマに関心を持ち、
意欲的に取り組んでいる。 

 
a:住宅選択に関する基本的な知
識を身につけている。 

b:住宅情報を読み取り、自分のニ
ーズに合ったものを適切に選
択できる。 

c:基本的な住宅情報以外にも自
ら幅広く情報収集し、活用する
ことができる。 

研究発表 
スライド 
 
 
 
 
 
 
ワーク 
シート 

研究発表 
レポート 
評価表 
 
 
 
 
 
ワーク 
シート 

 
 
 
 
ワーク 
シート 

研究発表 
レポート 
評価表 
 
 
 
 
 
ワーク 
シート 

 
 
 
 
ワーク 
シート 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


